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7 土木費 

 

1 土木管理費    1 土木総務費 

[担当：管理課] P.266 

2501  道路管理に要する経費  7,720,459円 (8,351,153円) 

[その他 7,720,459円] 

＊ 特財内訳 

[使用料：道路使用料  7,010,759円] 

[使用料：自由通路広告灯占用料  709,700円] 

道路管理に要する経費の中で主な事業については次のとおりである。 

(1) 道路台帳整備委託         4,620,000円 

○ 目的 

  道路管理者が、その管理事務を円滑に遂行するために道路台帳を整備する。 

○ 内容 

  市道の認定･廃止及び道路改良工事等により、道路台帳に変更が生じた箇所について

調書･図面を加除し最新の状況で管理した。 

  ・箇    所   市内全域 

  ・委託概要   道路の新設 995ｍ  道路の改良 1,547.5ｍ 

○ 効果 

  道路台帳を最新の状態に更新し、市道の適正な管理ができた。 

(2) 私道整備補助    1,000,000円 

○ 目的 

  私道の整備を推進することにより、住民の利便性と道路環境の向上を図る。 

○ 内容 

  戸頭団地7丁目内の車道表層打換えに対し、市から補助することによって私道の整備

推進を図った。 

整備箇所 施 工 内 容 補助率 金  額 

戸頭地区 

戸頭第三住宅舗装修繕その他工事 

    舗装工事費 9,030,000円 

延長189ｍ 幅員5.15ｍ  

舗装面積 973.35㎡ 

3/4 
1,000,000円 

（上限1,000,000円） 

○ 効果 

  私道の舗装修繕等の整備により、住環境の改善が図れた。 

(3) その他 

 需用費       石杭･プレート･ガソリン代等   454,720円 

 使用料及び賃借料  道路排水管敷地借上料       168,354円 

                   有線放送聴取料           68,040円 

           道路敷地借上料          305,992円 

           公用車リース料          186,480円 

 負･補･交       排水路施設整備負担金        916,873円 
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[担当：管理課] P.268 

2101  街路灯の維持管理に要する経費  59,927,455円（55,832,042円） 

[その他 4,322,850円 一財 55,604,605 円] 

＊ 特財内訳 

[使用料：道路使用料 4,154,000円] 

[諸収入：自由通路広告灯電気使用料 168,850円] 

○ 目的 

  道路の交通安全及び防犯のために、街路灯の維持管理を行う。 

○ 内容 

年  度 管 理 本 数 うち新設本数 年間修繕件数 

H20    10,938本  80本 2,979件 

H19     10,823本  57本 3,868件 

  需用費      光熱水費                    41,084,827円 

              修繕料                      15,650,670円 

 委託料     街路灯管理システム保守点検   315,000円 

  工事請負費  街路灯設置工事               2,508,933円 

  備品購入費  街路灯用ポール22本         358,050円 

○ 効果 

  道路の交通安全の確保、生活道路の安全及び通勤通学等の防犯効果をあげることがで

きた。 

 

[担当：管理課] P.268 

2201  小堀路線バス運行に要する経費  16,314,526円（15,852,610円） 

[一財 16,314,526円] 

○ 目的 

  小堀地区住民の生活交通手段として、安全性･利便性を図るため路線バスを運行する。 

○ 内容 

  中型バス2台で、午前6時から午後9時まで、「小堀地区」と「かたらいの郷」間を

運行した。 

  小堀路線バス運行事業委託料    16,211,916円 

  清掃及び草刈り委託               102,610円 

○ 効果 

  路線バスを運行することにより、小堀地区の生活交通手段として利便性を高めること

ができた。 

 

2 道路橋りょう費    2 道路維持費 

[担当：管理課]   P.270 

0501  維持補修事務に要する経費  6,987,885円 (7,751,038円) 

[その他 1,732,000円  一財 5,255,885円] 

＊特財内訳 

[使用料：道路使用料 1,732,000円] 
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○ 目的 

  道路の維持管理にかかる事務経費である。 

○ 内容 

    需用費         消耗品費               529,679円 

                   燃料費               1,463,685円 

                   光熱水費               265,684円 

                   修繕料                 898,575円 

    役務費         手数料                 77,300円  

                   自動車損害保険料       307,973円 

                   賠償保険料           2,818,250円 

    備品購入費   チェーンソー        28,224円 

          高速切断機       25,200円 

  補償、補填及び賠償金 

          道路災害賠償金     456,815円 

  その他の経費                        116,500円 

 

[担当：管理課] P.270 

2001  道路維持補修に要する経費  142,044,587円（141,734,228円） 

[地方債 24,000,000円 その他 48,179,649円  一財 69,864,938円] 

＊ 特財内訳 

[使用料：道路使用料 39,681,485円]  

[使用料：法定外公共物使用料 8,492,081円] 

[諸収入：雇用保険料本人負担分 6,083円] 

[市債：市道整備事業債 32,000,000円×75％＝24,000,000円] 

○ 目的 

  市道の維持管理を行うことにより、交通安全及び住環境の保全を図る。 

○ 内容 

部分的な補修等については、原材料を購入し職員で対応し、抜本的な補修を要する箇

所については専門業者にて対応した。また、道路法面の草刈等についても同様に専門業

者に委託した。 

    需用費        修繕料                         42,648,710円 

                  光熱水費              4,722,631円 

    委託料        道路清掃委託料                    997,500円 

                  街路樹管理委託料         30,030,000円 

                  街路樹消毒委託料                1,549,800円 

                  取手駅東西口駅前広場及び 

                      ギャラリーロード清掃委託料   9,927,540円 

                    エレベーター点検委託料          1,540,350円 

                    エレベーター･ 

エスカレーター監視委託料        604,800円 

             エスカレーター点検委託料      6,120,450円 

          藤代駅自由通路清掃委託料     869,400円 
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                    道路草刈委託料                 16,705,500円 

          道路排水用ポンプアップ 

            施設点検委託料        1,522,500円 

             樹木伐採委託料            976,500円 

            一里塚及び戸頭駅前清掃委託料      315,000円 

                   その他委託料           2,263,800円 

    使用料及び賃借料                               3,005,123円 

    原材料費     道路舗装及び補修材料           17,057,217円 

    その他賃金等（臨時職員分）           1,187,766円 

○ 効果 

  道路の交通安全の確保と緑化推進を図り住環境の向上に努め、常時良好な状態に保つ

ことができた。 

 

[担当：管理課・道路課] P.272 

2601  道路維持に要する経費  152,071,500円（63,809,298円） 

[地方債 120,300,000円  一財 31,771,500円] 

＊ 特財内訳 

[市債：合併特例債    117,075,000×95％≒111,200,000円] 

[市債：行政改革等推進債 117,075,000×5％≒5,800,000円] 

[市債：市道整備事業債   4,431,000×75％≒ 3,300,000円] 

○ 目的 

  道路施設の維持工事を実施し、交通安全確保を図る。 

○ 内容 

  事業費内容等は次のとおりである。 

（単位：円）   

事     業     名 事 業 費 事 業 内 容 

ふれあい道路維持工事 

(市道0106号線) 
117,075,000 

道路維持工事              117,075,000 

Ｌ＝1,370ｍ Ｗ＝10.0ｍ   

戸頭宿歩道橋 

（市道0106号線） 
5,649,000 

歩道橋維持工事              5,649,000   

歩道橋平板ブロック工 712枚 

小文間山王台 

（市道5033号線） 
1,795,500 

設計委託料          1,795,500 

Ｌ＝80ｍ Ｗ＝3.0ｍ 

小文間新田 

（市道5029号線） 
1,680,000 

道路維持工事          1,680,000 

擁壁Ｌ＝20ｍ 立木伐採Ｌ＝260ｍ 

米田 

 (市道5095号線) 
2,635,500 

舗装維持工事               2,635,500 

Ｌ＝175ｍ Ｗ＝3.0ｍ 

宮和田 

 (市道5437・5438号線) 
7,486,500 

排水構造物維持工事      7,486,500 

 U型側溝布設 Ｌ＝416ｍ 

宮和田 

(市道4475号線) 
7,350,000 

道路維持工事           7,350,000 

排水ポンプ設置 1箇所    

東２丁目 

(市道4163号線) 
3,150,000 

排水維持工事           3,150,000 

 排水管布設工 Ｌ＝50ｍ 
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神浦 

(市道0144号線) 
5,250,000 

北浦川大橋舗装段差改修工事  5,250,000 

舗装工 S=530㎡    

○ 効果 

  路面、道路排水が整備され、道路の機能維持が図れた。 

 

2 道路橋りょう費    3 道路改良費 

[担当：道路課] P.274 

20 道路改良に要する経費  405,062,040円（170,156,475円） 
                         〈32,145,000円〉  ※〈  〉は、うち19年度繰越分 

[地方債 367,000,000円〈11,400,000円〉  一財 38,062,040円] 

＊ 特財内訳 

[市債：合併特例債   〈12,054,000×95％≒ 11,400,000円〉] 

[市債：合併特例債       327,231,540×95％≒310,800,000円] 

[市債：行政改革等推進債 327,231,540× 5％≒16,400,000円] 

[市債：市道整備事業債    37,852,500×75％≒ 28,400,000円] 

○ 目的 

  生活に密着した道路を拡幅整備し、緊急時の救急車両の通過や交通の利便性を図る。 

○ 内容 

  平成 20年度は、15路線の事業を実施した。（繰越含む）各路線の事業費内容等は次

のとおりである。 

（単位：円）   

事  業  名 事 業 費 事   業   内   容 

2039 井野台二丁目 

    （市道4077号線他） 3,701,250 

不動産鑑定料                  498,750 

補償調査委託         2,047,500 

用地測量委託                1,155,000  

2040 井野台四丁目 

    （市道3276号線） 
1,155,000 

測量設計委託          1,155,000 

 Ｌ＝620ｍ Ｗ＝5.2ｍ 

2052白山一丁目 

    （市道4120号線） 
 〈11,655,000〉 

工事費                〈11,655,000〉 

Ｌ＝98.0ｍ Ｗ＝4.0ｍ  

2062双葉 

  （市道0131号線） 
17,430,000 

工事費                     17,430,000 

 Ｌ＝185ｍ Ｗ＝6.0ｍ 
2063清水 

    （市道0142号線） 
12,640,000 

工事費                     12,640,000 

Ｌ＝180.0ｍ  Ｗ＝8.0ｍ      

2066駒場四丁目 

（市道1500号線他） 
 〈13,419,000〉 

工事費                    〈13,419,000〉 

Ｌ＝136.3ｍ  Ｗ＝5.2ｍ 

2067小文間日鉱団地 

    （市道5230号線） 8,893,500 

詳細設計委託料          903,000 

市道改良工事                7,990,500 

Ｌ＝120ｍ  Ｗ＝4.0ｍ 

2069稲後田 

  （市道2759号線） 
209,926,839 

不動産鑑定料                  299,250 

補償調査委託料       1,900,500 

公有財産購入費       56,378,550 

補償,補填及び賠償金    151,348,539 
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2071 野々井向尻 

  （市道2365号線） 
299,250 不動産鑑定料             299,250 

2073新取手５丁目 

  （市道1377号線） 
 〈7,071,000〉

工事費              〈7,071,000〉 

Ｌ＝123.6ｍ Ｗ＝5.0ｍ 

2076大留 

（市道6062号線） 
11,896,500 

工事費                  11,896,500 

Ｌ＝200.0ｍ  Ｗ＝5.2ｍ   

2080戸頭前畠 

    （市道0107号線） 

 

 17,377,500 

工事費                     17,062,500 

調査委託                      315,000 

 Ｌ＝205ｍ Ｗ＝5.5ｍ 

2084東六丁目 

（市道4175号線） 
1,680,000 

詳細設計委託料       1,680,000 

Ｌ＝400.0ｍ  Ｗ＝5.0ｍ 

2091相馬農協前踏切 

    （市道0134号線） 

 87,234,701 

需用費                        195,500 

不動産鑑定料                  294,000 

詳細設計委託        1,050,000 

市道改良工事                5,617,500 

踏切道改良工事負担金       71,376,000 

交通誘導委託                4,339,440 

公有財産購入費              2,517,728 

補償，補填及び賠償金        1,844,533 

Ｌ＝80ｍ  Ｗ＝8.0ｍ 
2092 片町南裏 

（市道0222号線） 
682,500 

不動産鑑定料                 157,500 

補償調査委託料                525,000  

○ 効果  

交通の円滑化と安全対策のため、生活道路の拡幅改良を図るとともに、次年度以降の

工事の準備が進められた。 

 

3 都市計画費    1 都市計画総務費 

[担当：都市計画課] P.282 

1001  都市計画審議会に要する経費  83,400円（0円） 

[一財 83,400円] 

○ 目的 

市長の諮問に応じて都市計画に関する事項について調査審議するほか、都市計画に関

する事項について関係行政機関に建議を行う。 
○ 内容 

事業費は審議会委員の報酬及び費用弁償。平成20年度は1回開催。 

審議案件 

・藤代駅南口地区計画の変更 

・浜田上萱場集落地区計画の変更 

・都市計画道路、公園の決定（下高井特定土地区画整理事業地内） 

・生産緑地地区の変更 

○ 効果 

 社会情勢の変化に対応した規制の見直しにより藤代南・紫水地区の有効な土地利用を
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促進することができ、また、平成 23年度のまちびらきに向けた「取手ゆめみ野」地区

の土地区画整理事業を円滑に推進することができた。 

 

[担当：都市計画課] P.282 

2501  都市交通政策の推進に要する経費  61,321,920円（70,711,712円） 

[一財 61,321,920円] 

○ 目的 

  公共交通不便地域の減少、高齢者等の交通弱者の社会参加機会の拡大、公共公益施

設や中心市街地へのアクセス性向上等を目的として、平成18年10月からコミュニテ

ィバスの運行を実施している。 

○ 内容 

コミュニティバスの運行を引続き実施すると共に、利便性の一層の向上を図るべく、

運行開始時からの利用実績、利用者アンケート･市民アンケートの結果等を踏まえ、

平成20年4月に第1回の運行ルート･ダイヤの改正を実施した。 

また、取手駅西口からグリーンスポーツセンター等を経由し、戸頭駅間を結ぶ路線

バスに対し、運行経費の一部について補助を行った。 

コミュニティバス運行経費補償金 57,691,000円 

路線バス運行事業補助金           3,600,000円 

 

平成20年度コミュニティバス月別・ルート別利用者数          （単位：人） 

月 
運行
日数 

中央循環
東ルート 

中央循環
西ルート 

西部 
ルート 

北部 
ルート 

東北部 
ルート 

東南部 
ルート 

合 計 

4月 30日 3,664 3,596 2,704 1,497 546 3,185 15,192 

5月 31日 3,473 3,684 2,879 1,484 681 3,273 15,474 

6月 30日 3,558 3,978 2,921 1,551 656 3,467 16,131 

7月 31日 3,779 5,090 3,512 1,692 663 3,756 18,492 

8月 31日 3,687 4,903 3,332 1,500 658 3,316 17,396 

9月 30日 3,796 4,332 3,403 1,950 706 4,205 18,392 

10月 31日 3,780 4,455 3,603 1,853 682 4,633 19,006 

11月 30日 3,396 4,120 3,141 1,561 602 4,104 16,924 

12月 28日 3,199 3,925 2,948 1,557 587 4,154 16,370 

1月 28日 3,149 3,684 2,860 1,426 537 3,879 15,535 

2月 28日 2,942 3,778 3,047 1,616 660 4,180 16,223 

3月 31日 3,855 4,390 3,437 1,715 792 4,526 18,715 

合計 359日 42,278 49,935 37,787 19,402 7,770 46,678 203,850 

 

平成20年度補助路線バス月別利用者数                          （単位：人） 

月 運行日数 取手駅→戸頭駅方向 戸頭駅→取手駅方向 合 計 

4月 30日 655 574 1,229 

5月 31日 785 562 1,347 

6月 30日 845 685 1,530 

7月 31日 965 849 1,814 

8月 31日 1,049 842 1,891 
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9月 30日 996 799 1,795 

10月 31日 1,119 846 1,965 

11月 30日 999 830 1,829 

12月 31日 1,138 940 2,078 

1月 28日 965 841 1,806 

2月 28日 1,047 874 1,921 

3月 31日 1,234 930 2,164 

合計 362日 11,797 9,572 21,369 

○ 効果 

 平成20年4月の運行ルート・ダイヤの改正に伴い、前年度と比較し、約5万3千

人の利用者数増加となり、公共交通不便地域の減少、高齢者等の日常の移動手段の確

保、公共公益施設や中心市街地へのアクセス向上等に資する効果が得られた。 

また、取手駅西口から戸頭駅間を結ぶ路線バスの運行により、ルート上にある公共

公益施設の利便性向上等に資する効果が得られた。 

 

 

3 都市計画費    2 建築指導費 

[担当：建築指導課] P.282 

0501  建築指導事務に要する経費（うち取手市耐震改修促進計画概要版の印刷製本費及

び道路調査業務委託費）               9,712,500円（0円）  

[国･県 4,856,000円 一財 4,856,500円] 

＊ 特財内訳 

[国補：建築物耐震改修等促進事業費補助金 4,856,000円] 

○ 目的 

 建築物の耐震改修の促進に関する法律（平成7年法律第123号）に基づき策定した取

手市耐震改修促進計画(平成20年3月策定)により避難地や防災拠点施設等に通じる避

難路、及びこの避難路に通じる細街路等の幅員等を調査し、避難路等沿線住宅・建築物

耐震化基礎資料を作成。また、取手市耐震改修促進計画の概要版を全戸配布のために増

刷。全戸配布することにより建物の耐震化を促進させ、今後発生する可能性のある地震

について関心と知識を持っていただき、また日ごろから備えをしていただくことを目的

とする。 

○ 内容 

・建築基準法施行規則第10条の2に規定される指定道路図（案）を作成するため、

未判定道路の一部である145kmについて道路調査を実施。また、過去の道路調査記

録の整理をし、電子データとしても保存した。 

・耐震改修促進計画概要版印刷製本業務委託し53,000部の増刷を行った。  

（配布に関しては防災対策課の洪水ハザードマップの配布に合わせて行った。） 

○ 効果 

・未判定道路について調査が実施できた路線については狭隘道路事前協議等の事務を

円滑に進めることができた。また、作成された指定道路図（案）については、将来

導入される予定の地図情報システム等により建築基準法の道路情報をインターネ

ット公開するための一歩となった。 
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・概要版の全戸配布により耐震改修等の啓発を促進し、より一層の関心を持っていた

だき、安全なまちづくりの実現に一歩近づいた。 

 

[担当：建築指導課] P.284 

1001  建築審査会に要する経費  242,200円 (265,500円) 

[その他 242,200円] 

＊ 特財内訳 

[手数料：建築確認手数料 242,200円] 

○ 目的 

  建築基準法に基づく特定行政庁の諮問機関として、様々な建築基準法上の案件につい

て審議を行い、その審議結果を特定行政庁に答申する。 

○ 内容 

  建築基準法に規定する同意及び審査請求に対する裁決についての議決を行うととも

に、特定行政庁の諮問に応じて、この法律の施行に関する重要事項を調査審議した。 

平成20年度は4回開催し、報告28、議案2件について審議を行った。 

○ 効果 

  建築審査会において、建築基準法に基づく許可等の審議が適正に行われ、良好な住環

境整備に貢献した。 

 

[担当：建築指導課] P.284 

2001  狭あい道路拡幅事業に要する経費  1,470,000円 (3,380,000円) 

[その他 1,470,000円] 

＊ 特財内訳 

[手数料：建築完了検査手数料 1,177,000円] 

[手数料：開発行為許可申請手数料 293,000円] 

 (1) 狭あい道路拡幅整備促進補助金 670,000円 

○ 目的 

狭あい道路に接する敷地所有者等が建築行為を行う際に、建築基準法の規定により、

既存塀等を撤去し道路を拡幅する場合に、既存塀等の撤去及び再築造費用を補助する。  

これにより狭あい道路の拡幅を促進し、同法の主旨徹底を図るとともに快適な住環境の

整備に寄与する。 

○ 内容 

平成20年度の撤去及び再築造の補助件数は次のとおりである。 

（  ）は前年度数値 

補助金の名称 件   数 金    額 

狭あい道路拡幅整備 

補助金 

撤  去  5件 （6件） 

再築造  3件 （7件） 

188,000円（394,000円） 

482,000円（689,000円） 

計 8件（13件） 670,000円（1,083,000円） 

○ 効果 

  建築主の理解と協力が得られ、狭あい道路の拡幅整備が促進された。 

(2) 建築行為等に係る分筆測量補助金 800,000円 
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○ 目的 

  狭あい道路に接する敷地所有者等が建築行為を行う際に、建築基準法の規定に基づき

既存塀等を撤去し、道路を拡幅する場合の分筆費用を補助する。これにより狭あい道路

の拡幅を促進し、同法の主旨徹底を図ると共に快適な住環境の整備に寄与する。 

○ 内容 

  平成20年度の地目替及び寄附の補助件数は次のとおりである。 

（  ）は前年度数値 

補助金の名称 件   数 金    額 

建築行為等に係る 

分筆測量補助金 

分筆地目替   1件（ 1件） 

分筆寄附    5件（15件） 

50,000円 (  50,000円)  

750,000円（2,247,000円） 

計           6件(16件) 800,000円 (2,297,000円)  

○ 効果 

  建築主の理解と協力が得られ、狭あい道路の拡幅整備が促進された。 

 

[担当：建築指導課] P.284 

2101  木造住宅耐震診断事業に要する経費  960,000円（960,000円） 

[国･県 480,000円 一財 480,000円] 

＊ 特財内訳 

[国補:既存建築物耐震診断事業補助金 480,000円] 

○ 目的 

木造住宅の耐震診断を実施することで、地震に対する建築物の安全性に関する知識の

普及･向上を図るとともに、耐震診断･改修を促進し地震に強いまちづくりを推進する。 

○ 内容 

平成20年度の木造耐震診断件数は次のとおりである。 

（  ）は前年度数値 

名   称 件   数 金    額 

木造住宅耐震診断 30件（30件） 960,000円（960,000円） 

○ 効果 

木造住宅の耐震診断結果により、所有者が建築物の耐震性を認識することで、耐震改

修の重要性を理解することに寄与した。 

 

 

3 都市計画費    3 地籍調査費 

[担当：管理課 地籍調査室] P.286 

2001  地籍調査事業に要する経費  7,730,531円（5,911,740円） 

[国･県 4,350,000円  一財 3,380,531円] 

＊ 特財内訳 

[県負：地籍調査費負担金(対象基準額)5,800,000円×3/4＝4,350,000円] 

○ 目的 

  一筆地ごとの土地について、所在･地番･地目･所有者･境界を調査･確認し、面積を測

定して地籍図と地籍簿を作成し、土地に関するあらゆる施策の基礎となる土地の実態を

明らかにする。 
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○ 内容 

（1）井野台〔Ⅱ〕･井野台〔Ⅰ〕地区測量業務委託 

  ①井野台〔Ⅱ〕地区について、調査実施地域の事前調査を行いながら、一筆地調査を

実施し、各工程毎の測量業務を行った。 

       実施区域   井野台一丁目、井野一丁目の各一部 

実施面積   0.18ｋ㎡ 

       調査筆数   675筆 

  ②井野台〔Ⅰ〕地区について、面積測定、地籍図、地籍簿を作成し、閲覧を実施した。 

       実施区域   井野台二丁目、井野の各一部 

実施面積   0.19ｋ㎡ 

       調査筆数   465筆 

  ③  井野台〔Ⅱ〕･井野台〔Ⅰ〕地区測量業務委託  4,515,000円 

 (2)地籍調査境界点修正測量業務委託 

   一筆地測量工程終了後の誤り等訂正申し出による境界点変更等に伴う修正測量作業

を４点実施した。 

    地籍調査境界点(修正)測量業務委託         71,400円 

○ 効果 

(1) 土地に関するあらゆる施策の基礎資料として利用できた。 

(2) 成果が法務局に送付され、公図が地籍図に切り替わり、登記簿が修正されるため 

一般に利活用された。 

(3) 公共事業における土地境界の明確化、事業経費の削減及び期間の短縮が図れた。 

(4) 税務事務遂行において利活用ができ、不公平課税の是正等が図れた。 

(5) 道路用地が明確となり、道路管理において利活用ができた。 

 

3 都市計画費    4 土地区画整理費 

[担当：道路課] P.290 

2101  都市計画道路3･2･40号下高井･野々井線に要する経費  168,838,386円 

（282,779,543円） 

〈81,300,000円〉 

※〈  〉は、うち19年度繰越分 

[国･県  81,320,000円〈40,650,000円〉 地方債 31,500,000円〈11,100,000円〉 

 その他 45,121,615円〈20,325,000円〉 一財 10,896,771円] 

＊ 特財内訳 

[国補：都市計画道路3･2･40号補助金〈81,300,000×1/2＝ 40,650,000円〉] 

[国補：都市計画道路3･2 ･40号補助金  81,340,000×1/2＝ 40,670,000円  

[市債：住宅宅地関連公共施設整備促進事業債 

〈81,300,000×1/4×55％≒11,100,000円〉] 

[市債：住宅宅地関連公共施設整備促進事業債 

81,340,000×1/4×55％≒11,200,000円] 

[市債：減収補てん債 81,340,000×1/4×45％≒9,200,000円] 

[諸収入：都市再生機構負担金（国補分）   〈81,300,000×1/2×1/2＝20,325,000円〉] 

[諸収入：都市再生機構負担金(国補分)      81,340,000×1/2×1/2＝20,335,000円] 
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[諸収入：都市再生機構負担金(単独分)       8,923,230×1/2     ＝ 4,461,615円] 

○ 目的 

  市の西部地区の東西軸3路線（都市計画道路3･4･5号新道･みずき野線、国道294号、

常総ふれあい道路）を結ぶ南北軸道路としてのネットワークを形成し、将来の交通需要

に対応することで、予測される交通混雑の緩和及び解消を図る。 

○ 内容 

  平成20年度の事業費、整備内容等は次のとおりである。 

(1)工事 

･道路改良工事         27,823,000円 

･階段施設建設工事          30,240,000円 

･擁壁工事                  81,290,000円〈81,290,000円〉 

･付帯工事              4,168,500円 

(2)用地買収 

･買収地先：  3･2･40号下高井･野々井線（市道0127号線･市道2774号線） 

･面    積：  0.18㎡ 

･金    額：  14,760円 

(3)物件補償 

･路 線 名：  3･2･40号下高井･野々井線（市道0127号線･市道2774号線） 

･件    数：  2件 

･補 償 額：  1,170,879円 

(4)業務委託   20,798,827円 

主な業務委託 

･建物等調査積算業務委託料             8,400,000円 

･地区間雨水枝線詳細設計業務委託料      3,342,150円 

･地区間詳細設計委託料                  1,256,850円 

･階段上屋詳細設計業務委託料            3,622,500円 

･家屋事後調査委託料                    1,564,500円 

･国道２９４号取付道路設計業務委託料    1,995,000円 

(5)使用料及び賃借料   2,692,160円 

(6)旅費                  44,760円 

(7)需要費               595,500円〈10,000円〉  

○ 効果 

  本工事並びに用地買収等が順調に進捗した。 

 

 

3 都市計画費    5 街路事業費 

[担当：道路課] P.294 

2004  都市計画道路3･4･3号上新町環状線(井野工区)に要する経費   

313,048,278円（3,152,700円） 

〈12,075,000円〉 

※〈   〉はうち19年度繰越分 

[地方債 312,200,000円〈11,500,000円〉  一財 848,278円] 
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＊ 特財内訳 

[市債：合併特例債  〈12,075,000×95％≒ 11,500,000円〉] 
[市債：合併特例債   300,700,000×95％≒285,600,000円  ] 
[市債：行政改革等推進債 300,700,000×5％≒15,100,000円] 

○ 目的 
市内を環状に連絡する都市計画道路であり、最終工区である本工区の整備を促進し、

市内に流入する交通の分散化、市東西の連絡強化により、市民の利便性の向上を図る。 
○ 内容 

用地費   213,833,487円 

移転補償費  86,912,021円 

委託料    12,155,850円〈12,075,000円〉  

旅費       13,520円 

消耗品費    133,400円 

○ 効果 

用地取得と補償契約の締結は順調に進み、事業計画遂行に向け予定どおりである。 

 

3 都市計画費    6 都市排水費 

[担当：排水対策課] P.298 

2001 排水路の維持管理に要する経費  54,505,033円（29,883,663円） 
[地方債 5,100,000円 その他 6,400,000円 一財 43,005,033円] 

※ 特財内訳 

[市債：都市排水路整備事業債 5,145,000×75％≒3,800,000円] 

[市債：行政改革等推進債 5,145,000×25％≒1,300,000円] 

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 6,400,000円] 

○ 目的 

  市内の都市排水施設の維持管理を行う。 

○ 内容 

  市内の雨水排水ポンプ施設の点検及び維持管理を行った。 

需用費         光熱水費                           7,558,566円 

                     修繕料                            15,075,900円 

      役務費         通信運搬費              59,787円 

            火災保険料               7,229円 

賠償保険料                           731,600円 

   委託料         水路草刈委託料               2,115,450円 

                     ポンプ場自家用工作物保安管理委託料  113,400円 

排水路清掃委託料          6,415,500円 

排水用ポンプアップ施設点検委託料   4,672,500円 

     調整池清掃委託料          2,894,850円 

    現地調査委託料            229,593円 

   工事請負費    緊急排水路整備工事          330,750円 

            上郷排水施設工事          5,145,000円 

            調整池工事             1,102,500円 
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   原材料費     都市下水路補修材           214,158円 

   負･補･交     汚水処理施設負担金         7,838,250円 

○ 効果 

  雨水幹線の完成する期間までの都市排水施設としての機能を発揮することができた。 

 

[担当：排水対策課] P.298 

2101  樋管の維持管理に要する経費 41,013,730円（25,189,323円） 

[地方債 23,900,000円 その他 1,890,796円 一財 15,222,934円] 

＊ 特財内訳 

[市債：排水機場整備事業債 15,403,500×95％≒14,600,000円] 

[市債：行政改革等推進債 15,403,500×5％≒800,000円] 

[市債：都市排水路整備事業債 8,505,000×75％≒6,400,000円] 

[市債：行政改革等推進債 8,505,000×25％≒2,100,000円] 

[諸収入：樋管管理業務受託収入 1,890,796円] 

○ 目的 

  利根川及び小貝川への都市排水放流口である樋管の維持管理を行う｡ 

○ 内容 

  樋管及び排水機場の維持管理は業者に委託し、樋管の操作は地元と密接している各消

防分団と民間に依頼した。 

     需用費          消耗品費                   1,683円 

            燃料費                   85,200円 

光熱水費                                2,545,042円 

     役務費          手数料                   47,600円 

賠償保険料                                420,000円 

     委託料          樋管管理委託料                          3,185,745円 

            草刈委託料                880,450円 

            沈砂池浚渫委託料            1,207,500円 

            電気保安委託料              568,260円 

            施設点検委託料             3,777,900円 

            排水路清掃委託料            1,029,000円 

            アスベスト含有調査業務委託料        90,300円 

   使用料及び賃借料 下水道使用料                11,550円 

   工事請負費  排水機場施設工事                 11,760,000円 

          排水機場石綿除去工事            15,403,500円 

○ 効果 

  利根川及び小貝川増水時は国土交通省と連絡を取り合って樋管の操作を行い、市民の

生活を守ることができた。 

 

[担当：排水対策課] P.300 

27 都市排水整備に要する経費  127,474,000円（168,555,400円） 
〈26,193,500円〉 ※〈  〉は、平成19年度繰越分 

[市債 65,700,000円〈24,900,000円〉  一財 61,774,000円] 
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＊ 特財内訳 

[市債：合併特例債〈26,193,500×95％≒24,900,000円〉] 

[市債：合併特例債8,977,500×95％≒8,500,000円] 

[市債：行政改革等推進債 8,977,500×5％≒400,000円] 

[市債：都市排水路整備事業債 31,900,000×75％≒23,900,000円] 

[市債：行政改革等推進債 31,900,000×25％≒8,000,000円] 

○ 目的 

  雨水による浸水被害や道路が冠水しないよう、幹線排水路及び一般排水路の改修を行

い、居住環境の改善を図る。 

○ 内容 

  平成20年度は、下高井2号雨水幹線、北部汚水幹線、下高井特定土地区画整理関連

排水整備、椚木雨水幹線、取手1号雨水幹線整備に要する負担金と、雨水浸水被害を解

消するために、井野1号雨水幹線、本町地区雨水排水、藤代地区雨水排水整備に伴う設

計業務、井野1号雨水幹線、稲雨水幹線、白山1丁目雨水排水整備工事を行った。 

また、事業毎の事業費内容等は次のとおりである。        

 （単位：円） 

事   業   名 事  業  費 事    業    内    容 

2702 井野1号雨水排水 8,977,500 実施設計委託料     8,977,500 

2705 下高井2号雨水幹線 6,045,000 雨水排水整備負担金   6,045,000 

2720 稲雨水幹線 26,193,500 工事請負費     〈26,193,500〉 

□2,000×1,500 L＝23.95m 

2729 北部汚水幹線 430,000 汚水排水整備負担金    430,000 

2734 白山1丁目排水整備 31,900,000 排水整備委託料    31,900,000 

(関東鉄道) 

2736 下高井特定土地区画整

理関連排水整備 

18,810,000 雨水排水整備負担金  18,810,000 

2754 椚木雨水幹線 15,963,000 雨水排水整備負担金  15,963,000 

2755 取手1号雨水幹線 16,425,000 雨水排水整備負担金  16,425,000 

2756 藤代地区雨水排水整備 2,730,000 基本計画設計委託料   2,730,000 

○ 効果 

  今回の整備により、降雨による浸水及び道路冠水が解消され、雨水排水の改善を図る

ことができた。 

  雨水幹線の完成する期間まで都市排水施設としての機能を発揮した。 

 

3 都市計画費    7 公共下水道事業費 

[担当：排水対策課] P.302 

2001  取手地方広域下水道組合負担金  1,909,000,000円（1,852,000,000円） 

[一財 1,909,000,000円] 

○ 目的 

  公共下水道施設整備を実施し、下水道（汚水）供用開始区域の拡大を図る。 

○ 内容 

 ・県南クリーンセンター水処理施設反応槽機械設備改築工事 
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 ・北部4号幹線整備工事 Ф350～200 L=261.2m A=0.59ha 

 ・枝線管渠整備(本郷、駒場、戸頭、白山、井野台、小文間、新取手、宮和田、片町、

椚木、谷中、上萱場地内面整備) A≒41ha 

  ・地方債に係る元利償還金 

○ 効果 

  公共下水道供用開始区域の拡大が図れた。 

 

3 都市計画費    8 公園緑地費 

[担当：水とみどりの課] P.304 

0501  公園緑地事務に要する経費  3,777,664円 (3,013,533円) 

[一財 3,777,664円] 

○ 目的 

  公園緑地事務及び公園管理用機器の維持管理を実施する。 

○ 内容 

    需用費                       1,176,694円 

    役務費                         258,135円 

    使用料及び賃借料             1,417,500円 

  備品購入費                     485,335円 

    負担金、補助金及び交付金       377,000円 

    公課費             63,000円 

○ 効果 

  公園管理用機器の適切な維持管理により、良好な公園の環境づくりが図れた。 

 

[担当：水とみどりの課] P.304 

2101  みどりのリサイクル推進に要する経費  480,946円 (389,575円) 

[その他 400,000円  一財 80,946円] 

＊ 特財内訳  

［繰入金：みどりの基金繰入金 400,000円］ 

○ 目的 

  一般家庭などで不要になった樹木(庭木)を引き取り、それを必要とする市民に譲渡す

ることにより、緑化の推進を図る。 

○ 内容 

  (1)樹木提供者からの引き取り及び移植工 

申込件数31件 

引き取り樹木数157本 (475本) (  )内数値は前年度 

(2)引き取り樹木の公開 

   12月1日～8日 

 (3)譲渡状況 

   引き渡し日 12月13日(土) 

   申込件数42件  

   譲渡した樹木数129本 (240本)  (  )内数値は前年度 

需用費      71,446円   委託料     409,500円 
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○ 効果 

  みどりのリサイクル事業として市民に広く支持され、樹木の有効利用が図れた。 

 

[担当：水とみどりの課] P.306 

2201  保存緑地･保存樹木等に要する経費466,000円 (544,310円) 

[その他 400,000円  一財 66,000円］ 

＊ 特財内訳  

［繰入金：みどりの基金繰入金 400,000円］ 

○ 目的 

取手市緑の保全と緑化の推進に関する条例に基づき、市内の緑地･樹木･樹林を保存指

定することにより、緑の保全を図る。 

○ 内容 

  保存緑地･保存樹木等助成金        466,000円 

保存緑地助成対象  19件  204,000円(10円/㎡･限度額10,000円) 

保存樹木助成対象  55本  165,000円(3,000円/本) 

保存樹林助成対象   6件   97,000円(20円/ｍ･限度額20,000円) 

○ 効果 

  市内の貴重な樹木･緑地等を保存指定し、助成金を支給することにより、所有者に適

正な管理を実施してもらい、緑を保全することができた。 

 

[担当：水とみどりの課] P306 

2301 取手駅西口緑地花壇管理に要する経費  589,782円 (595,344円) 
[その他 500,000円  一財 89,782円］ 

＊ 特財内訳  

［繰入金：みどりの基金繰入金 500,000円］ 

○ 目的 

  取手駅西口の緑地、花壇の適正な管理により、西口の景観保全を図る。 

○ 内容 

  花壇の花植替3回、寄植刈込1回、除草3回、清掃36回 

   需用費              59,532円 

委託料             530,250円 

○ 効果 

  人通りの多い駅前広場に季節ごとに美しい花を咲かせ、通行人の目を楽しませ、心の

安らぎを与えるとともに、緑化意識の高揚を図ることができた。 

 

[担当：水とみどりの課] P.306 

2401  市民緑地整備に要する経費  450,000円 (450,000円) 

[その他  146,413円  一財 303,587円] 

＊ 特財内訳 

[財産収入:みどりの基金利子 146,413円］ 

○ 目的 

  あけぼの市民緑地の適正な管理を図る。 
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○ 内容 

  あけぼの市民緑地管理委託料      450,000円 

○ 効果 

  市民緑地を適正に管理し、良好な状態を維持することにより市民が快適に利用できた。 

 

[担当：水とみどりの課] P.306 

2501  緑化推進に要する経費  800,000円 (800,000円) 

[その他800,000円］ 

＊ 特財内訳 

[繰入金:みどりの基金繰入金 800,000円］ 

○ 目的 

  緑化フェア等のイベントにより、市民に対し緑化を啓発するとともに、緑化を推進す

る。 

○ 内容 

  取手市緑化推進委員会への委託料        800,000円 

○ 効果 

  各イベントに参加して、緑化運動を推進し、緑の重要性に対する市民の理解と認識を

深めるとともに、緑豊かな市の創造に寄与することができた。 

 

[担当：水とみどりの課] P.306 

2701  公園維持管理に要する経費  90,377,299円（111,122,180円） 

[その他 6,596,410円  一財 83,780,889円] 

＊ 特財内訳 

[使用料:公園施設使用料 6,596,410円］ 

○ 目的 

  公園施設の維持管理を実施する。 

○ 内容 

  (1)公園施設の維持管理（業務委託） 

場    所 作 業 内 容 回    数 摘    要 

グラウンド抜根除草 2回～4回 69,659㎡ 

機械除草 2回 33,348㎡ 

芝刈り 4回 3,200㎡ 

寄植内除草 2回 664㎡ 

取手緑地運動公園 

寄植刈込 1回 573㎡ 

除草･草刈･芝刈り 通年 52,698㎡ 

落ち葉清掃 4回  とがしら公園 

Ｕ字溝清掃 1回  

宮ノ前ふれあい公園 除草･草刈･芝刈り 通年 50,073㎡ 

芝刈り 2回 19,116㎡ 

除草 2回～3回 54,225㎡ 

寄植刈込 1回 5,298㎡ 

31ヶ所の公園 

(都市公園取手西部) 

寄植内除草 2回 4,546㎡ 
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芝刈り 2回 33,670㎡ 

除草 2回 27,836㎡ 

寄植刈込 1回 2,152㎡ 

寄植内除草 2回 3,906㎡ 

21ヶ所の公園 

(都市公園取手東部) 

池清掃 4回 相野谷排水機場記念公園 

芝刈り 2回 3,810㎡ 

除草 2回 13,280㎡ 

寄植刈込 1回 3,780㎡ 

藤代地区公園管理 

(14公園) 

寄植内除草 2回 6,350㎡ 

芝刈り 2回 22,080㎡ 

除草 2回 22,050㎡ 

寄植刈込 1回 5,320㎡ 

桜が丘地区公園管理 

(17公園) 

寄植内除草 2回 8,760㎡ 

光風台地区公園管理 

(自治会委託) 
草刈･芝刈り･清掃 4回 11,348㎡ 

双葉緑道管理 

(自治会委託) 
草刈･芝刈り･清掃 4回 6,100㎡ 

桜が丘地区公園管理 

(自治会委託) 
草刈･芝刈り･清掃 4回 13,900㎡ 

芝刈り 4回 48,000㎡             

除草 1回～2回 145,200㎡ 小貝川緑地管理 

寄植刈込 1回 7,500㎡ 

8ヶ所の公園 除草、清掃、ごみ収集 2回～3回 町内会、自治会等に委託 

 

業 務 内 容 公園数 回    数 摘    要 

ごみ収集業務 7公園 年43回 
可･不燃物  7,190Kg 

資源ごみ    610Kg 

公園内トイレ清掃 7公園 週3回  

公園内駐車施設管理 1公園 通年 駐車場鍵の開閉 

運動施設管理 3公園 通年 施設の鍵の開閉 

 

業 務 内 容 公 園 名 摘      要 
樹木伐採剪定委託 しんめい公園他1ヶ所  

産業廃棄物処理委託 各公園  

  (2)除草作業（直営） 

62公園・・・4回～5回 

   緑地運動公園 

   （野球場外野、サッカー場、自由広場、多目的広場、園路広場）・・・14回～16回 

 (3)公園施設の改修（工事費） 

  白山6丁目ちびっこ広場フェンス整備工事    1,512,000円 

  白山緑地公園排水・フェンス改修整備工事      892,500円 
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  井野台ちびっ子広場防球ネット整備工事       703,500円 

  かつら公園フェンス改修整備工事          588,000円 

○ 効果 

  公園の適切な維持管理により、良好な公園の環境づくりを図ることができた。 

 

[担当：水とみどりの課] P.308 

2901  とがしら公園改修事業に要する経費  2,961,000円 (0円) 

[一財 2,961,000円] 

○ 目的 

周辺道路への路上駐車を防止するとともに公園利用者の利便性を図る。 

○ 内容 

とがしら公園駐車場整備工事  2,961,000円 

（駐車台数17台内2台身障者対応） 

○ 効果 

  施設整備により、利用者の利便性の向上が図られた。 

  

[担当：水とみどりの課] P.308 

2906  取手緑地運動公園整備事業に要する経費  4,410,000円 (2,257,500円) 

[その他 4,410,000円] 

＊ 特財内訳 

[繰入金：みどりの基金繰入金 4,410,000円] 

○ 目的 

  取手市地域防災計画において、広域避難場所に指定されている取手緑地運動公園に地

震災害時における水の確保等ができるように防災井戸を設置する。 

○ 内容 

  取手緑地運動公園防災井戸かんすい施設設置工事        4,410,000円 

（井戸3基 給水口8ヶ所） 

○ 効果 

  施設整備により、災害時の給水施設を確保できた。 

 

[担当：水とみどりの課] P.310 

2908  市民と協働による公園整備事業に要する経費  3,747,105円 (0円) 

[その他 3,500,000円 一財 247,105円] 

＊ 特財内訳 

[繰入金：みどりの基金繰入金 3,500,000円] 

○ 目的 

  藤代駅南口3号公園の再整備を行うにあたり、少子・高齢化が進む中、公園のありか

たをその地区の住民と考え協働で計画整備していくものである。 

○ 内容 

  藤代駅南口3号公園外構工事          1,155,000円 

 藤代駅南口3号公園整地工事       840,000円 

 藤代駅南口3号公園街灯設置工事     703,500円 
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 藤代駅南口3号公園給水設備設置工事   745,500円 

○ 効果 

  9回の整備計画の検討会、現地調査及び住民が参加してのタイヤ遊具設置を行い、平

成21年7月のオープンに向け近隣住民から愛される公園の整備が図られた。 

 

[担当：水とみどりの課] P.310 

3301  水辺利用推進に要する経費  27,330,692円(1,392,780円) 

[その他 25,900,000円  一財 1,430,692円］ 

＊ 特財内訳 

[諸収入:利根川舟運･地域づくり協議会貸付金元利収入 25,900,000円] 

○ 目的 

利根川及び小貝川河川敷等の水辺を広く市民が利用できるよう保全･整備するととも

に、イベント等の開催により河川についての市民意識の高揚と水辺利用の推進を図る。 

  また、地方の元気再生事業として、利根川下流河川事務所管内 19市町村により、利

根川舟運・地域づくり協議会を立ち上げ、舟運を通じて水面・空間の利用促進、沿川の

交流・連携を行う「利根川舟運による地域活性化事業」の実施により地域活性化を図る。 

○ 内容 

  利根川及び小貝川河川敷の自然と緑に親しみ、市民の交流、上下流の地域の交流を通

し、利水･治水･環境への意識高揚を図る。 

また、協議会で、舟運連携リレーイベントや流域の河川空間を活用したイベント等の

実施、地域特産品の宣伝・紹介等による、地域の交流・連携を促進した。 

   旅  費            14,520円 

需用費            38,850円 

役務費           159,107円 

   委託料   とりで利根川河川まつり実行委員会委託料    800,000円 

レンタサイクル管理業務委託料              418,215円 

   貸付金        25,900,000円 

          利根川舟運・地域づくり協議会への貸付金 

レンタサイクル利用者数 

年 度 年間利用者数 市内利用者数 市外利用者数 

H20 630人 478人 152人 

H19 501人 338人 163人  

○ 効果 

  「とりで利根川河川まつり」「レンタサイクル事業」を実施し、河川及び河川敷に対

する行政の取り組み、意欲をアピールできた。また協議会においては、沿川市町村の活

性化に向けた事業を行い、多くの参加者から好評を得た。 

 

[担当：水とみどりの課] P.310 

3401  小堀の渡し運航に要する経費  11,889,820円（13,336,480円） 

[その他 124,500円   一財 11,765,320円] 

＊ 特財内訳  

［使用料：渡船使用料 124,500円］ 
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○ 目的 

   利根川の水辺利用と利根川の歴史及び自然学習の一環として、さらに親しみのある

河川利用、水辺の充実を進めていく上で、川と対岸を含めた一体的空間として親しみ

の持てる利用を図る。 

○ 内容 

運航事業にかかる船(定員 12名)、船着場等の維持管理経費である。３点間の運航と

し、レンタサイクル事業と合わせて利用者増を図った。 

報償費              5,000円 

    旅費                8,000円 

  需用費          1,084,780円 

  役務費             19,250円 

    委託料       10,080,000円 

    備品購入費        692,790円 

年間利用人数 

年  度 利用者数（大人） 利用者数（小人） 年間利用者数 

H20 1,784人 536人  2,320人 

H19 1,908人 694人 2,602人 

○ 効果 

小堀渡船を誰でも利用できる「小堀の渡し」として運行し、利根川の観光資源に寄与し

ている。 

 

[担当：水とみどりの課] P.310 

3601  緑の少年団に要する経費  232,500円（232,500円） 

[その他 120,000円  一財 112,500円] 

＊ 特財内訳 

[諸収入：森林愛護運動推進事業補助金 120,000円] 

○ 目的 

  緑を愛し、緑を守り･育てる活動を通じて、自然を愛し、人を愛し、自らの社会を愛

する心豊かな人間形成を図る。 

○ 内容 

｢緑の少年団｣として、学校及び団体が実施する森林愛護運動推進のための補助金 

負担金、補助及び交付金   232,500円 

○ 効果 

  自然と緑に親しみ、活動を通じて心豊かな人間形成が図れた。 

 

 

[担当：水とみどりの課] P.310 

3701  フラワーカナル事業に要する経費 1,433,538円 (1,144,422円) 

[一財 1,433,538円] 

○ 目的 

小貝川河川敷の花づくり（フラワーカナル：花の運河）を推進し、河川に対する市民

意識の高揚を図るとともに、市民の集う親しみある河川空間の創出を図る。 
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○ 内容 

フラワーカナル刈取委託料              775,320円 

(春と秋の枯れ花の刈取) 

 花まつり音響業務委託料         84,000円 

運営費補助金                          141,000円 

47,000円×3団体（まちづくり協議会、神住子供会育成会、配松花の会） 

種子及び肥料購入代                    433,218円 

○ 効果 

小貝川河川敷において、地域のボランティアによる春･秋の花づくりが行われ、河川

の美化が推進された。また、春には花まつりを開催し、市民の集う親しみある河川空間

の創出が図れた。 

 

[担当：水とみどりの課] P.312 

3801  北浦川緑地管理に要する経費  19,659,862円 (19,439,094円) 

[国･県 9,794,941円  その他 92,000円  一財 9,772,921円］ 

＊ 特財内訳 

[県委：北浦川緑地管理委託金  9,794,941円] 

[諸収入：北浦川緑地利用料  92,000円] 

○ 目的 

  緑地を適切に維持管理し、良好な状態を保つ。 

○ 内容 

   需用費             194,482円 

   委託料          19,340,580円 

    植栽管理（施肥、虫害防除、刈込、除草）1回～3回 

    芝生管理（刈込、目土掛け、施肥、病害虫防除、除草）1回～3回 

    清掃管理（園内・トイレ、ゴミ処理）2回／週、3回／月 

    施設保守点検（門扉開閉、巡視点検）毎日、2回／週 

   役務費             124,800円 

 ○ 効果 

  緑地の適切な維持管理により、市民の憩いの場として良好な環境づくりが図れた。 

 

 

3 都市計画費  10 藤代駅南口整備事業費  

[担当: 区画整理課］P.314 

2101 藤代駅バリアフリーに要する経費  99,407,158円（333,157,211円） 

〈21,525,000円〉 

                        ※〈 〉は、うち19年度繰越分 

[地方債97,200,000円〈20,400,000円〉 一財 2,207,158円] 

＊ 特財内訳 

[市債：合併特例債   76,891,456×95％≒73,000,000円]                     

[市債：合併特例債   〈21,525,000×95％≒20,400,000円〉] 

[市債：行政改革等推進債  76,891,456×5％≒3,800,000円] 
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○ 目的  

 取手市藤代駅周辺バリアフリー基本構想に基づき、常磐線藤代駅自由通路改修及び昇

降機設置並びに多機能トイレ設置により、利用者の安全性の確保及び快適な移動性の向

上を図ることを目的とする。 

○ 内容 

 事業年度 平成17年9月～平成21年3月 

 [委託料] 委託件数1件 委託費76,891,456円                  (単位：円) 

委  託  名 業 務 内 容 委託金額 

藤代駅自由通路工事委託 自由通路改修工事１式 76,891,456 

 

[工事請負費] 工事件数2件 工事費22,501,500円            (単位：円) 

工  事  名 工 事 内 容 請負金額 

19単市藤駅第 2号多機能

トイレ新築工事 

建築主体工事１式、電気設備工事１

式、機械設備工事１式 
21,525,000 

20単市第1-10号多機能ト

イレ付帯工事 

建築主体工事１式、機械設備工事１

式 
976,500 

○ 効果  

 取手市藤代駅周辺バリアフリー基本構想に基づき、常磐線藤代駅自由通路改修及び昇

降機設置並びに多機能トイレ設置により、利用者の安全性の確保及び快適な移動性の向

上を図ることができた。 

 

 

[担当: 区画整理課］P.314 

2201 藤代駅南口周辺整備に要する経費  21,525,152円 (31,278,689円) 

                    〈375,000円〉 

※〈 〉は、うち19年度繰越分 

[その他 1,987,200円  一財 19,537,952円] 

＊ 特財内訳 

[諸収入：藤代駅南口土地区画整理事業換地清算金徴収金（過年度分）1,920,000円] 

[諸収入：藤代駅南口土地区画整理事業換地清算金徴収金利子 67,200円] 

○ 目的 

 藤代駅南口土地区画整理事業の施行に伴う地区外の工事損失補償を行うことを目的

とする。 

○ 内容 

 [委託業務] 委託件数1件 委託金額5,439,000円 

藤代駅南口土地区画整理事業の工事に伴い、隣接する住宅等に対する家屋等影響調査

を実施した。 

(単位：円) 

委 託 名 業 務 内 容 委託金額 

20単市都区第H-1号工事影

響費用負担説明業務委託 
権利者38名、 費用負担説明38回、

再調査算定38件、単価入替38件 
5,439,000 
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[補償業務] 補償件数39件 補償費16,082,152円 

藤代駅南口土地区画整理事業の工事に伴い、隣接する住宅等に対する工事損失補償を 

行った。 

(単位：円) 

 平成14年度～ 

平成18年度 
平成19年度 平成20年度 合 計 

補償件数 165 39 39 243 

補償金額 264,222,913 25,722,909 16,082,152 306,027,974 

○ 効果 

 藤代駅南口土地区画整理事業の施工に伴い、区域に隣接する家屋等の工事損失補償を

実施し、周辺地区に対する適切な対応を図ることができた。 

 

4 住宅費    1 住宅管理費 

[担当：管理課] P.316 

2001  市営住宅管理に要する経費  45,777,320円（42,478,627円） 

[その他 26,670,700円  一財 19,106,620円] 

＊ 特財内訳 

[使用料：住宅使用料 26,049,250円] 

[手数料：住宅使用料督促手数料 5,750円] 

[国補：地域住宅交付金 391,000円] 

[県委：住生活総合調査委託金 129,200円] 

[諸収入：住宅使用料延滞金 6,500円] 

[諸収入：駒場住宅汚水処理場施設維持管理費（過年度）5,000円] 

[諸収入：住宅防火施設整備事業補助金 84,000円] 

○ 目的 

  住宅に困窮する低額所得者に対して低廉な家賃の賃貸住宅を供給することによって、

市民生活の安定と社会福祉の増進に寄与する｡ 

○ 内容  

(1) 市営住宅の管理 

  ア 管理戸数 

年 度 管理戸数 建    設 用途廃止 

H20 318戸 0戸 0戸 

H19 318戸 0戸 0戸 

  イ 運用状況 

年 度 管理戸数 利用戸数 空家戸数 政策空家戸数 

H20 318戸 242戸 54戸 22戸 

H19 318戸 258戸 41戸 19戸 

ウ 入居者募集状況 

年度 募集戸数 応募者数 入居戸数 辞退者数 失格者数 

H20   7戸 8人 5戸 1人 2人 

H19   8戸 9人 7戸 0人 0人 
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エ 入退居件数  

年 度 入居（うち公募外） 退    居 

H20 5件（0件） 21件 

H19 8件（1件） 6件 

 (2) 市営住宅修繕 

      小破修繕                                 3,401,741円 

      募集修繕                                 3,098,951円 

    床改修等内部修繕                           475,246円 

(3) 業務委託 

      駒場住宅高架水槽清掃委託料          86,100円 

大利根住宅沈殿槽等清掃業務委託料           399,000円 

      市営住宅空地等草刈業務委託料               945,000円 

   汚水雨水管清掃委託料                       115,500円 

   訴訟代理委託料                           1,325,810円 

(4) 市営住宅工事 

      大利根住宅改修工事                 12,705,000円 

      火災警報器設置工事                         859,950円 

      大利根住宅ガス管改修工事                 4,042,500円 

(5) 市営住宅敷地借上料      47,510.05㎡     17,318,561円 

(6）備品購入 

   住宅用浴槽・風呂釜                         278,000円 

   住宅用火災警報器     33個                 152,460円 

(7) その他 (旅費、消耗品、火災保険料等)         573,501円 

(8) 市営住宅使用料収入状況 

区   分 調  定  額 収  入  済  額 収 入 未 済 額 

現年度分 25,342,400円 24,374,050円 968,350円 

滞納繰越分 31,719,399円 1,675,200円 30,044,199円 

○ 効果 

  低額所得で住宅に困窮している方に、低廉な家賃で住宅を賃貸することで生活の安定

と社会福祉の増進が図れた｡ 

 

 

 


